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秋田県立新屋高等学校

節目の年はさらなる飛躍の契機
校長 佐々木 律成
創立３０周年記念事業、国民文

化祭、全国高校サッカー選手権大
会等で慌ただしくも充実した１年
が終わろうとしています。近年に
なく多い学校坂下の看板は、新高
生の健闘ぶりを物語り、来年度の
活躍への期待が膨らみます。

３年生の進路決定状況は、下記
の石井先生の記事のとおりです。
国公立大学には１６名合格しまし

たが、倍率が高く、難関である中期と後期の試験で
１名ずつの合格者が出たことが特筆されます。前期
試験が不合格でも、諦めずに挑戦する意欲を燃やし
続けた成果です。

すでに主役である２年生も、２年０学期のスター
トを切っている１年生も、３年生に続く、いや、乗
り越える気概を持ってください。

「継続は力なり」は人生の真理です。学習でも特
別活動でも、粘り強い努力はあなたを裏切りません。

後期校内研修報告
研修部主任 佐藤茂樹

１０月２８日(火)に｢思考力・判断力・表現力
等を育む言語活動の充実｣の報告会を行い、「各教
科の指導の際は、基礎的・基本的な知識及び技能
の活用を重視するとともに、言語に対する関心や
理解を深め、言語活動の充実を資すること」とい
う目的を確認しました。

また、１月２１日(水)に｢国立教育政策研究所
指定教育課程研究指定校(大曲中学校)｣における
「話すこと・書くこと」の指導方法と｢筑波大学
附属高等学校研究大会｣における「意図的に議論
させること」や「質問しやすい雰囲気を作ること」
の指導法を共有しました。

この他にも、１１月中旬には教員が相互に授業
を見合う、後期の互見授業など、折に触れ職員の
資質向上を目指し研修を実施しました。

なお、これら１年間の研修については、「研修
集録」にまとめ３月下旬に発行する予定です。

離任・退任される先生方
これまで、ご指導ありがとうございました。

高野 隆 事務長（退職：岩城小主査へ）
近江谷正幸 教頭先生（文化財保護室長へ）
船木 静 先生（金足農業高へ）
後藤 武之 先生（大曲農業高太田分校教頭へ）
向島 洋 先生（由利高へ）
金 弘樹 先生（御所野学院高へ）
野澤 幸子 先生（秋田西高へ）
阿部 匡宏 先生（十和田中へ）
坂田 奈々 先生（能代工業高へ）
村上恵美子 先生（秋田高へ）
加賀 葉悦 技能主任（秋田中央高へ）
門脇 憲子 先生
河田美恵子 先生（能代西高へ）
佐藤 博子 先生
佐々木友喜 キャリアアドバイザー
川上 祥子 事務補助

保健室から
養護教諭 坂田奈々

１年間の保健室の利用状況をお知らせします。
来室者数は、のべ８２２人でした。けがなど外
科的理由の利用者が１８８人、頭痛・腹痛など
内科的理由の利用者が６３４人でした。出席停
止者数は９０人で、その内訳はインフルエンザ
７１人、感染性胃腸炎１４人、溶連菌感染症２
人、マイコプラズマ感染症２人、流行性耳下腺
炎１人でした。保健室来室生徒の様子をみます
と、睡眠不足で十分な休養がとれていなかった
り、排便習慣がついていない生徒が体調を崩し
来室する傾向がありました。また、悩みごとが
体調に表れる場合もありました。

高校３年間は心も体も成長し大人に近づく時
期ですが、規則正しい生活習慣の確立にはまだ
まだ保護者の御協力が必要です。御家庭でも声
かけ等よろしくお願いします。来年度もスクー
ルカウンセラーが来校しますので、お子さんの
ことで心配なことがある場合は、ぜひお気軽に
御利用ください。

進路決定状況③ 進路指導主事 石井啓之
卒業生に対する大学・短大への進学予定者は100名(50.5％)で、昨年同時期の

106名(54.1％)よりも６名(3.6ポイント)減少しました。４年制大学は72名と昨
年74名から減少しました。このうち、国公立大学は16名、私立大学は52名とな
っています。国公立大学については、ＡＯ・推薦Ⅰなどセンター試験を利用し
ない入試の合格は５名でした。また、センター試験を利用した合格は、推薦Ⅱ
６名、前期日程３名、中期日程１名、後期日程１名の計11名となりました。就職内定者は30名で、
うち県内26名、県外4名でした。

進路志望状況と決定状況 [ ]内は未決定者数 3月23日 現在
進路状況 合計 国公大 私 大 短 大 専門校 進学未定 民間 公務員 就職未定 全く未定

１年生 ２月志望 198 88 15 14 32 34 ２ ９ ４ ０
２年生 ２月志望 199 58 39 18 42 10 16 15 ０ １
３年生 ２月志望 198 35 52 26 53 [1] 27 ４ ０ ０
３年生 決定状況 １９８ １６ ５６ ２８ ５８ [10] ２６ ４ ０ ０
（昨年同期） (193) (17) (57) (32) (50) ([6]) (28) (3) (0) (0)



表彰式・記念品贈呈式・同窓会入会式
２月２７日（金）、皆勤賞２０名、特別活

動賞４７名、献血功労賞２名に対する表彰
が行われました。また、記念品贈呈式およ
び同窓会入会式も行われ、学校や同窓会と
の絆を再確認した３年生たちでした。クラ
ス幹事や部活動代表の生徒たちは、今後同
窓会の先輩と連携し、ＯＢ・ＯＧとして活
動の中心的役割を担うことになります。

卒 業 証 書 授 与 式
第２９回卒業証

書授与式が、３月
１日(日)午前１０
時３０分から第一
体育館において挙
行されました。式
では、代表の片野
彩華さんに佐々木
律成校長から卒業
証書が授与され、校長式辞の後、ＰＴＡ会
長の成田るみ子さんから御祝辞をいただき
ました。続いて在校生代表の川村拓弘さん
が「先輩の皆さんの何事にも積極的に取り
組み、困難にも必死に立ち向かう姿勢を見
習って頑張りたい」と送辞を述べると、卒
業生代表の髙橋和希さんが、「創立三十周年
の節目の場面に立ち会うことができて幸せ
であった。新屋高校で学んだ多くの経験を
糧に夢の実現に向けた新しい扉を開きたい」
と答辞を述べました。

式が終了し、
各 ク ラ ス で 最
後 の Ｈ Ｒ が 行
わ れ 、 一 人 ひ
と り に 担 任 が
卒 業 証 書 を 手
渡 し 、 １ ９ ８
名 の 卒 業 生 が
新 屋 高 校 を 巣
立 ち ま し た 。

☆ ☆ 各部の成績 ☆ ☆

【吹奏楽部】
日本サクソフォーン協会主催アンサンブル

コンクール
高校生の部 金賞 菅野佑香・髙橋太一郎

殿村友香・伊藤 優美
【写真部】
よみうり高校生写真コンテスト

佳作 松野鈴花
【 理科研究部 】
齋藤憲三・山﨑貞一顕彰会
「秋田市塩曳潟における

希少淡水魚の生態の研究」 銀賞
【国語】

青少年読書感想文全国コンクール
秋田県地区審査会 地区佳作 堀江美優

日本郵便 手紙作文コンクール
はがき作文部門高校生の部銅賞 赤木佑衣

先 輩 講 話
３月１０日（火）、大学へ進学した先輩や、

今年度大学に合格した卒業生を招いて、進路に
関する貴重な体験談をお聞きました。１年生の
竹下さんと岩谷さんが司会進行し、先輩たちに、
前もって出されていた質問に答えてもらいまし
た。在学中の勉強方法や時間の使い方などのア
ドバイスを聞
き、１・２年
生は進路志望
を達成するた
め、今日の話
を活かして頑
張って欲しい
ものです。

一般選抜結果報告
平成２７年度一般選抜合格発表が、３月１３

日（金）午後４時、本校生徒昇降口前で行われ
ました。募集人員135に対し、志願者数が163、
志願倍率は1.21倍でした。一昨日の暴風雪から
天気は一転して晴れ、気温は5.0℃、まだ若干
肌寒さが残る中、本校を受検した中学３年生や
保護者など多くの方が発表を見に来校しました。

合格者の受検番号が記された掲示板の白布が
めくられると、ひときわ高い歓声が上がりまし
た。友人や家族と抱き合う人や記念撮影をする
人など、会場には喜びの声がいつまでも響いて
いました。

これで、前期選抜合格者の４０名を加え、平
成２７年度入学生１７５名が決まりました。

４月７日（火）の入学式において希望に燃え
る新１年生の皆さんにお会いすることを楽しみ
にしています。

平成27年度 在学奨学金のご紹介
〈秋田県育英会〉

保護者が秋田県内に居住している生徒
〈男鹿市奨学生〉

保護者が男鹿市内に居住している生徒
〈あしなが育英会〉

保護者等が病気や災害（道路における交通事
故を除く）、自死（自殺）で亡くなったり、
重度後遺障害で働けない家庭の子ども

〈交通遺児育英会〉
保護者等が道路における交通事故（踏切・路
面電車・自転車事故を含む）で死亡したり、
著しい後遺障害で働けない家庭の子ども

〈ハーモニー王氏育英会〉
対象：中国籍（大陸・台湾とも）を持つ生徒

〈公益財団法人 朝鮮奨学会〉
対象：韓国人・朝鮮人学生

（国籍表示が韓国もしくは朝鮮の生徒）

上記の奨学金を希望するご家庭は、新担任を
通してお早めにご連絡ください。募集要項をお
渡しします。提出書類作成に時間がかかります
ので、余裕を持ってご準備お願いします。

新規採用に関して、締切後の申込みはできま
せんのでご了承ください。ただし、家族状況の
変化や家計の急変、被災等があれば、緊急枠で
申込みできる場合がありますので、担任までご
相談ください。


